
心
臓
外
科
医
の
覚
悟

～
医
師
と
い
う
職
業
を
生
き
る
～

島原に生きる 奥さんと一緒に思い出作りの旅行 島原男声合唱団（YoiDoure）で熱唱

12
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国立大村病院で最後の手術（右手前）個人の診療所時代

　

大
村
病
院
退
職
後
、
帰
郷
し

安
中
の
地
で
個
人
診
療
所
を
開

院
。
時
を
同
じ
く
し
て
、
産
業

医
制
度
が
ス
タ
ー
ト
。
若
く
て

経
験
豊
富
な
内
田
さ
ん
は
、
県

内
初
と
な
る
市
役
所
産
業
医
と

し
て
も
活
躍
の
場
を
広
げ
ま
し

た
。
開
院
か
ら
４
年
半
が
過
ぎ
、

経
営
も
よ
う
や
く
軌
道
に
乗
っ

て
き
た
矢
先
に
「
雲
仙
・
普
賢

岳
噴
火
災
害
」
が
起
こ
り
ま
し

た
。
周
囲
の
住
民
皆
さ
ん
の
協

力
を
得
て
、
間
一
髪
で
白
山
地

区
へ
避
難
。
カ
ル
テ
と
薬
品
、

必
要
最
低
限
の
医
療
器
具
だ
け

を
持
ち
出
し
、
仮
診
療
所
を
開

院
。
先
の
見
え
な
い
生
活
の
中
、

安
中
で
の
医
院
再
開
を
断
念
し
、

平
成
27
年
12
月
に
閉
院
す
る
ま

で
、
仮
診
療
所
で
診
療
を
続
け

ま
し
た
。

　

心
臓
血
管
外
科
医
を
天
職
と

し
て
全
う
し
て
き
た
内
田
さ
ん
。

３
人
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

過
ご
す
時
間
は
短
か
っ
た
も
の

の
、
全
員
医
療
関
係
の
道
へ
と

進
み
ま
し
た
。
患
者
の
命
と
誠

心
誠
意
向
き
合
う
父
の
背
中
を

見
て
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、

一
緒
に
過
ご
し
た
時
間
や
交
わ

し
た
言
葉
の
数
以
上
の
も
の
を

得
て
い
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
音
楽
や
旅
行
な
ど
共
通
の
趣

味
を
持
つ
奥
さ
ん
と
一
緒
に
、

こ
れ
か
ら
は
自
分
自
身
の
た
め

に
大
切
な
時
間
を
過
ご
し
て
い

き
た
い
で
す
」
と
、
安
堵
し
た

表
情
で
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
つ

い
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

命
を
預
か
る
職
務
を
胸
に

天
命
を
信
じ
て
人
事
を
尽
く
す

　

昭
和
21
年
、
第
二
小
学
校
へ

入
学
。
戦
後
の
厳
し
い
学
習
環

境
で
幼
少
期
を
過
ご
し
な
が
ら

も
、長
崎
大
学
医
学
部
を
卒
業
。

し
か
し
、
当
時
は
「
イ
ン
タ
ー

ン
闘
争
」
の
真
っ
た
だ
中
。
時

代
の
大
き
な
波
の
中
、
全
国
の

多
く
の
医
学
生
が
医
師
国
家
試

験
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
。
内
田
さ
ん

も
そ
の
中
の
一
人
で
し
た
。
結

果
、
翌
年
か
ら
イ
ン
タ
ー
ン
制

度
は
無
く
な
り
ま
し
た
が
、
そ

の
影
響
で
半
年
遅
れ
で
医
師
免

許
を
取
得
、
医
師
と
し
て
波
乱

万
丈
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し

た
。

　

５
年
以
上
研
修
医
と
し
て
経

験
を
重
ね
る
中
、
心
臓
血
管
外

科
医
の
資
質
を
見
い
出
さ
れ
、

国
立
大
村
病
院
（
現
長
崎
医
療

セ
ン
タ
ー
）
の
外
科
へ
勤
務
。

先
に
働
い
て
い
た
先
輩
た
ち
と

共
に
、
後
に
医
長
と
な
る
心
臓

血
管
外
科
チ
ー
ム
の
立
ち
上
げ

に
参
加
、
多
く
の
患
者
の
命
を

救
い
ま
し
た
。

　

心
臓
は
人
体
で
一
番
大
切
な

臓
器
。
失
敗
の
許
さ
れ
な
い
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
か
ら
の
緊
張
や
、

責
任
感
と
の
闘
い
で
し
た
。
週

に
２
例
ペ
ー
ス
の
手
術
は
、
術

後
の
状
態
が
落
ち
着
く
ま
で
１

週
間
程
度
は
、
病
院
で
寝
泊
ま

り
を
繰
り
返
す
日
々
。「
子
ど

も
た
ち
の
運
動
会
に
は
１
度
も

参
加
し
た
こ
と
が
無
く
、
い
つ

あ
っ
た
の
か
も
分
か
ら
な
い
く

ら
い
、
当
時
は
職
務
を
全
う
す

る
だ
け
で
精
一
杯
で
し
た
」と
、

大
村
で
の
約
14
年
間
を
振
り
返

り
な
が
ら
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

「人生の達人」
 内
う ち だ

田 象
のりゆき

之 さん (81)

　昭和 14 年中堀町生まれ、
長崎大学医学部卒業。国立大
村病院で約 14 年間勤務後、
島原市で開院。雲仙・普賢岳
噴火災害の影響を受けながら
も診療を続け、平成 27年に
閉院。現在は島原保養院や市
役所産業医として診療を続け
ている。市医師会理事（平成
９～ 24 年）・副会長（平成
19～ 24年）崩山町在住。
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